
関係づくりで大切なこと～豊かな心を育む体験交流活動～ 

伊勢市の「豊かな心を育む体験交流活動推進事業」で、専門家を招いて授業をしてもら

いました。１～４年生はプロの写真家、５～６年生は思春期保健相談士を招いて、お話し

してもらいました。写真家の方には、笑顔の写真の撮り方から、相手を思いやりながら積

極的に関わることの大切さを教えてもらいました。授業で撮った写真を持ち帰りました

が、見ていただいたでしょうか。思春期保健相談士の方には、思春期の性のお話から、相

手を尊重することと、自分を守るためにしっかり NO（いやだ）と言うことの大切さを教

えてもらいました。三重県の「ＮＯ（いやと言う）ＧＯ（逃げる）ＴＥＬＬ（相談する）」

のパンフレットを持ち帰りましたので、お家で話題にしてみてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

   

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年２月２５日号 

伊勢市立御薗小学校 

発行人 森本 一 
御薗小だより 

 

学校教育目標「豊かな心と創造性と確かな学力を土台とした、生きる力を備えた子どもの育成」 

≪学校関係者評価について≫ 
２月１３日（月）に第３回学校評議員会を開きました。評議員の皆様に児童アンケート、保護者アン

ケート、学校自己評価を見ていただき、また、日頃見ていただいている学校の様子から、以下のような

ご意見をいただきました。 

◎１００％の児童に「学校が楽しい」と感じてほしいが、９４．３％も十分高く、学校はよく頑張って

いると感じる。 

◎休み時間に外で元気よく遊んでいる姿をよく見かける。どの子も元気で、とても楽しんでいるように

見える。 

◎休み時間の終わりに、どの児童もチャイム席を守って校舎に入っていく姿をよく見かける。全校がし

っかり守っているのは、上級生が手本となってがんばっているからである。 

◎多くの児童が「授業がわかる」と答えている（９１．１％）。また、「一緒に活動できる友だちがいる」

も多い（９５．１％）。学習でやりがいがあり、一緒に活動できる友だちがいることが、「学校が楽し

い」（９４．３％）と感じる要因ではないか。今後もわかる授業のために改善や工夫をし、学級のつな

がりを大切に指導してほしい。 

◎ヘルメットをかぶらず登下校している児童いて心配である。ヘルメットは予期せぬ事故に巻き込まれ

たときに頭を守れるようにするものなので、いつでもかぶる必要があることを子どもたちに伝えてほ

しい。 

いただいたご意見を真摯に受け止め、改善に努めます。挨拶やチャイム席などの御薗小の良い伝統は

引き続き継承し、一人ひとりの児童に寄り添いながら、子どもたちが生き生きと活動 

できる学校に向けて努力していきます。ヘルメットの着用については学校でも工夫し 

て指導していきますが、ご家庭でもご協力をお願いします。 

御薗小ＨＰでは、日々の児童の様子を画像付きで紹介しています。２次元コードを読み取ってもらうとつながります。↑ 

プライベートゾーンやインター

ネットの性被害の話を、資料を

見せながら具体的に話してくれ

ました。（５・６年） 

一人ひとりが友だちの笑顔の写

真をインスタントカメラで撮り

ました。（１～４年） 



来年度に向けて（お知らせ） 

〇令和７年度週時程の変更について 先日お知らせしましたように、週の時間割を変更します。 

変更点 ①全学年で１限目の前にモジュール学習（御薗タイム １５分）を実施する。 

②第１学年の月曜日を４限１３：５５下校とする 

③第２学年の火曜日を５限１４：４０下校とする 

〇令和７年４月の予定 
7日（月）始業式       19（土）授業参観 

8日（火）入学式（１・６年） 21（月）振替休業日 

14日（月）給食開始      25（金）遠足 

 

 

 

 

 

 

 

 

梅祭りで習字の展示をします（３・４年） 

３月２日（日）に臥龍梅公園で開かれる「梅祭り」に、今年度も３・ 

４年生が習字作品を展示します。３年生が「うめ」、４年生が「梅」で 

す。伊勢市の天然記念物である臥龍梅の見事な花と一緒に、ぜひご覧く 

ださい。当日は皿回しやぜんざいの振る舞いなどのイベントもあります。 

５年生の御村涼華さんが、臥龍梅を題材にした俳句で伊勢市短詩型文 

学祭市長賞を受賞したので、この機会に紹介します。 

『 芯強
しんつよ

し 竜
りゅう

の形
かたち

の 臥
が

龍
りゅう

梅
ばい

 』 素敵な俳句ですね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪学校運営協議会（コミュニティスクール）の導入について≫ 

令和７年度より、学校評議員会にかわり、学校運営協議会（コミュニティスクール）を導入

します。令和７年度から市内全中学校が導入しますが、御薗中校区は小中一貫の学校評議員会

なので、引き続き小中一貫としての学校運営協議会となります。御薗小は、地域とともに歩む

学校の実現に向けて、中学校と連携しながら取り組んでいきます。 

◎学校運営協議会とは 保護者や地域の声を学校運営に生かしていく仕組みです 

「地域とともにある学校」の実現を目的とします。市教委に任命された地域住民、保護者、

学校運営に資する活動を行なう者を委員として構成し、学校運営や必要な支援について協議

し、一定の権限と責任を持って合議体として意見を述べます。学校運営に地域の人々が参画

し、共通の目標に向けて協働するための制度です。 

御薗小学級園の臥龍梅もつぼみがふくらんできています 

学生ボランティアが頑張っています 

２月から、大学生のボランティアが２名、児童 

の活動支援を行っています。給食や学習の支援 

をしたり、休み時間一緒に遊んだりしています。 
皇學館大の坂本叶さんと栗本鈴菜さんの２名です。 

学校生活の一コマです 

詳しくは２月

２１日配付の

文書をご覧く

ださい。 


